
1 

 

令和 2 年度第 1 回メール臨時理事会議事録  
 

メール審議日：令和 2 年 7 月 28 日（火）  

審議方法：Zoom による WEB 常務理事会とその議事録によるメール審議 

出席者：真田、松田、佐藤、竹川、池本、澁谷、狩野、大﨑、住ノ江、安部、藤原、

南（以上 Web 出席） 

菊口、藤田、井関、森、矢野、千田、湊、中町参与、東塚監事、笠舞監事 

（以上、メール出席） 

欠席者：綿貫 

常務理事 12 名の Web 出席と理事 7 名のメール出席により有効裡に会議は開催さ

れた（現在の理事数 20 名） 

なお、開催前に出席者の音声と映像が即時に他の出席者に伝わり、適時的確な意

見表明が互いにできる仕組みとなっていることを確認している。 

議事録署名人の選出：真田浩一、東塚監事を選出した。 

議事録作成：南 

 

報告と審議内容 

I. 会長報告（報告者：真田会長） 

【報告事項】 

1. 日臨技近畿支部関連 

  特になし 

2. 兵臨技関連  

1） コロナウイルス関連情報担当を綿貫副会長に依頼 

2） 災害関連担当を安部渉外部長（主）と湊理事（副）に依頼 

坂本前理事にもサポートをしていただく。 

 

【審議事項】 

1. 兵臨技の各種活動について 

1） 8 月より再開 

※ 再開要件は前回常務理事会提出資料を参照 

※ 開催案内は 7 月定期発送（7/20）に間に合うように 

→常務理事会承認 

→メール臨時理事会承認 

 

II. 部局報告と審議 

＜事務局＞（報告者：南事務局長） 

【報告事項】  
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1. 第 32 回兵庫県理学療法学術大会→学術大会延期 

2. 新型コロナウイルス感染症対策における日臨技認定制度の今年度一年間の凍

結について→HP アップ（5/11） 

3. 兵庫県薬剤師会定時総会後の懇親会中止の連絡 

4. 令和 2 年度高齢者特別賞表彰（満 90 歳以上）の推薦について→該当者なし 

5. メディカルオンライン 2020 年度包括利用における著作権使用料の支払いに

ついて→5,000 円振込 

6. 日臨技より新型コロナウイルス感染症 PCR 検査要員登録者への対応について 

→検体採取の実技講習会の実施について県として担当者も決まっていない段

階。学術と相談して講習会を企画する方向で調整する。 

・兵庫県医務課でコロナの検体採取でウォークスルーのプロトタイプを作成。

→安部渉外部長を中心に技師会からアプローチする。 

7. 新型コロナウイルス感染症の検査体制の強化支援員募集の登録方法変更並び

に研修会募集・申し込みへの移行について→日臨技 HP より 

8. 新型コロナウイルス PCR 検査のための検体採取研修会について 

9. 令和 2 年度日臨技事業「検査と健康展」について 

10. 歯科衛生士会のチラシ→研修センター 

11. 令和 2 年度兵庫県公衆衛生協会中央研究所における演題及び演題原稿の募集

について→HP アップ（6/26） 

12. 令和 2 年度健康ひょうご 21 県民運動推進会議総会および 20 周年記念フォー

ラムについて→総会は書面議決書の提出により承認。フォーラムは中止。 

13. 兵庫県保険医協会第 25 回総会開催報告 

14. 新型コロナウイルス感染症に係る病原体核酸検査のみを行うために衛生検査

所を臨時的に開設する場合の取扱いについて 

15. がん診療連携拠点病院の指定期間延長について 

16. 日臨技からの会費の送金について→249,000 円入金確認 

 

【審議事項】 

1. 事務員さん寸志について 

→コロナの影響で勤務時間が減っているため、補填分や休業補償分を含めて

支給する方向で調整する。 

→メール臨時理事会承認 

2. 令和 2 年度公衆衛生事業功労者表彰（日本公衆衛生協会）被表彰候補者の推

薦について 

→該当なし 

→メール臨時理事会承認 

3. 令和 2 年度兵庫県公衆衛生協会長表彰（公衆衛生功労）被表彰候補者の推薦

について 
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平成 26 年 11 月 3 日 丸岡 康子  西宮市医師会診療所 

平成 27 年 11 月 3 日 福永 千鶴  加古川総合保健センター 

平成 28 年 11 月 26 日 和田 恭直  兵庫医科大学病院 

平成 30 年 1 月 13 日（H29 年度）松尾 美也子 

兵庫県立健康生活科学研究所健康科学研究センター 

令和元年度 推薦なし 

今年度は前県立病院がんセンター検査技師長 芳賀 由美会員を推薦したい。 

→常務理事会承認 

→メール臨時理事会承認 

4. 事務所のお盆休みについて 

昨年は、13 日（火）・14 日（水）・15 日（木）の 3 日間。今年は 13 日（木）・

14 日（金）15 日（土）でどうか。 

→常務理事会承認 

→メール臨時理事会承認 

5. 令和元年度の兵臨技の功労賞および他団体から表彰された方の表彰ならびに

記念品授与の方法について 

→兵臨技の功労賞の鳥居さん・石橋さん・島田さんと他団体からの表彰者にも

連絡し、技師会事務所に来ていただいて表彰ならびに記念品授与を行う。 

→メール臨時理事会承認 

6. 新型コロナウイルス感染症 PCR 検査要員登録者への今後の対応について 

→メールで登録のお礼と進捗状況を案内する。 

→メール臨時理事会承認 

 

＜総務部＞（報告者：池本総務部長） 

【報告事項】 

1. 会員数（月末集計） 

 

  会員数 

会員数内訳 年会費入金内訳 

継続 新規 
兵臨技 

のみ 

入金済 

（うち送金待） 
免除 未入金 

令和元年度 2296             

R2 年 6 月 2329 2208 116 179 2249（8） 19 56 

R2 年 7 月        

R2 年 8 月        

  
施設数 会員数 

R2 年 6 月 R2 年 7 月 R2 年 8 月 R2 年 6 月 R2 年 7 月 R2 年 8 月 
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2. 年別会員数の動向 

 

 

【審議事項】 

1. 入会、退会 

1） 賛助会員入会：なし 

2） 会員入会：4 月 61 名、5 月 35 名、6 月 20 名 

3） 会員退会：4 月 4 名、5 月 2 名、6 月 3 名 

→常務理事会承認 

→メール臨時理事会承認 

 

＜経理部＞（報告者：竹川経理部長） 

【報告事項】 

1. 予算管理月報について 

2. 広告状況について 

7 月分は月間予定表の休刊に伴い返金処理 

 

神戸地区 128 
 

 913 
 

 

阪神地区 63 
 

 481 
 

 

丹担地区 14 
 

 97 
 

 

東播地区 50 
 

 434 
 

 

西播地区 45 
 

 387 
 

 

その他 
  

 12 
 

 

合計 300 
 

 2324 
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【審議事項】 

なし 

 

＜渉外部＞（報告者：南事務局長（代理）） 

【報告事項】 

1. 会員および非会員からの質問 

4 件の質問とその回答を報告 

 

【審議事項】 

なし 

 

＜組織部＞（報告者：大﨑組織部長、住ノ江広報部長） 

【報告事項】 

なし 

 

【審議事項】 

1. 令和 2 年度 第 1 回西播地区 地区会議 

令和 2 年 8 月 5 日（水）18：30～20：30 太子町立あすかホール 2F 会議室 

事業計画案，予算案 

→常務理事会承認 

→メール臨時理事会承認 

2. 令和 2 年度 第 10 回西播地区研修会 

令和 2 年 8 月 23 日（日）13：30～15：55 地場産業センター901 会議室 

事業計画案，予算案 

→常務理事会承認 

→メール臨時理事会承認 

3. 神戸地区の地区委員・地区連絡委員について 

・神戸地区の地区委員の人数は、このままの人数が必要か？ 

→組織力を高めるために横の繋がりを維持することは大事。地区の基幹病院

の施設長から推薦していただいて人選を進める。会長・副会長・組織部長

とで今後の方針を話し合う。 

→メール臨時理事会承認 

 

＜広報部＞（報告者：住ノ江広報部長） 

【報告事項】 

1. ホームページ（HP）への新規および更新掲載 

1） 技師会関係 
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・兵臨技事務局体制について（お知らせ） 

・新型コロナウイルス感染症検査業務職員登録票 

・新型コロナウイルス感染症の検査体制の強化支援について(お願い) 

・日臨技 新型コロナウイルス感染症対策に関する声明 

・HYOGO ニュース・行事予定表（4 月号） 

・HYOGO ニュース（5 月号） 

・新型コロナウイルス感染症対策における日臨技認定制度の今年度一年

間の凍結について（お知らせ） 

・令和 2 年度（2020 年度）定時総会議案書 

・令和 2 年度（2020 年度）第 1 回理事会議（メール審議）議事録 

・会員数・施設数（4/15 現在） 

・HYOGO ニュース（4 月号・5 月号・6 月号）、行事予定表（4 月号） 

・HYOGO ニュース 7 月号の休刊（お知らせ） 

・兵臨技精度管理調査について（案内） 

2） 関係団体 

・日本糖尿病療養指導士の認定について（お願い） 

・令和 2 年度 兵庫県公衆衛生協会中央研究会における演題及び演題原稿

の募集について（案内） 

2. HYOGO ニュース 5 月号編集委員会 中止 

3. HYOGO ニュース 6 月号編集委員会 中止 

4. HYOGO ニュース 7・8 月号合併号（8 月増大号）として編集予定（会長承認

済み） 

 

【審議事項】 

1. コロナ関連情報の HP 掲載について 

1） 掲載情報の取捨選択の承認方法について 

→コロナ関連は綿貫副会長の判断で HP にアップする。日臨技からの情報

は HP にバナーを作ってリンクするようにする。 

→メール臨時理事会承認 

 

＜学術部＞（報告者：藤原学術部長） 

【報告事項】 

1. 第 1 回 学術部会（Web 形式）開催 

1） 6/12 18：30～20：00 

・8 月から研修会を開催する方向 

→事前申し込み制で実施し、研修センター使用の際は、コロナ感染対策

をして実施。非接触型体温計・フェイスシールドは事務所に配置して
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いる。他の地区研修会などでもコロナ対策を統一する。 

・県学会は中止 

・Zoom 機能などの活用について 

2. 第 2 回 学術部会（Web 形式）開催予定 

1） 7/9 18：30～ 

 

【審議事項】 

1. 新型コロナウイルス感染症に関する PCR 検査の更なる検査体制のため、「診

療放射線技師及び臨床検査技師等に関する法律の一部改正の施行等について」

に伴う臨床検査技師の業務の研修の受講に関する留意事項について 

1） 厚生労働省より臨床検査技師に対する新型コロナウイルス感染症の診断

を目的とした PCR 検査において採取した検体の検査手技の研修会開催可

否について 

→以前企画していた遺伝子の基礎研修会にコロナの PCR 実技講習を加え

て実施できるように考えていく。またコロナの検体採取の実技講習も

検討する。 

→メール臨時理事会承認（コメント付き承認） 

遺伝子基礎研修会はヒト遺伝子を対象としているのに対して、コロナ

PCR 検査は新興感染症の遺伝子検査であるので、感染予防や近々の確

実なエビデンスも研修会に加えたほうがいいと思います。（中町参与） 

 

＜精度管理事業部＞（報告者：狩野精度管理事業部長） 

【報告事項】 

1. 令和 2 年度（第 40 回）兵臨技精度管理調査について 

1） 実施案内を事務連絡として令和 2 年 6 月 19 日に発行し、Web 掲載した。 

2） 詳細は 7 月末の定期発送で配布予定 

・申込期間：令和 2 年 8 月 3 日（月）～9 月 14 日（月） 

・試料配布日：令和 2 年 11 月 4 日（水） 

・回答期間：令和 2 年 11 月 4 日（水）～11 月 16 日（月） 

3） 精度管理調査試料作製の施設使用と医師立ち合い依頼 

神戸大学病院自己血採血室、輸血部、検体検査室使用および医師立ち合い

を依頼した。（佐藤副会長） 

 

【審議事項】 

1. 令和 2 年度（第 40 回）の精度管理調査の実施案内について 

1） 兵臨技精度管理調査の特徴-Ⅲの【評価基準より大きく外れている「C」評

価施設へは改善のサポートを実施しています】⇒【診療に支障をきたすと
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思われるデータは「C」と評価します。なお改善にサポートが必要と思わ

れる施設には本会から連絡いたします】 

理由：【C 評価】でサポートする必要性のない施設がある場合、案内の文

言と相違が生じるため。 

→常務理事会承認 

→メール臨時理事会で疑義あり（理由が不明確） 

兵臨技精度管理では評価 C を診療に影響をきたす報告とし、評価 C をな

くすことを目標とし、評価 C の施設にサポート(連絡)してきました。前

年度は評価 C の施設が前の年度より増加したので、その対応のためと思

われますので、前年度の結果から今年度の精度管理のサポートの方法を説

明していただき、これに至った経緯を説明していただければわかりやすい

と思います。（中町参与） 

2） コース名の変更（A～P⇒①～⑯） 

理由：試料名称とコース名称が混同し、試料梱包時に間違う可能性がある

ため 

→常務理事会承認 

→メール臨時理事会承認 

3） 臨床化学試料変更 

スイトロールからスイトロール plus に変更（現状より+18,000 円） 

希望理由：ALP・LD の IFCC に対応した表示値があるため。 

→常務理事会承認 

→メール臨時理事会承認 

4） 病理免疫染色の変更について 

病理免疫染色の予算       

日本ターナー 包装単位 単価 単価/枚 施設数 予備数 1 枚配布 2 枚配布 

CMQHCL027 5 スライド ¥26,700 ¥5,340 33 10 ¥240,300 ¥480,600 

CMQHCL028 1 ブロック ¥305,300 ¥3,053 33   ¥305,300 ¥305,300 

CMQHCL017 5 スライド ¥13,800 ¥2,760 33 10 ¥124,200 ¥248,400 

CMQHCL018 1 ブロック ¥248,300 ¥2,483 33   ¥248,300 ¥248,300 

    1 ブロックは 100 枚薄切可能：班員担当 

→今年は CMQHCL017 の単価 2,760 円の分の 1 枚配布で承認 

→メール臨時理事会承認 

2. 兵庫県医師会臨床検査データ標準化協議会との連携について 

昨年度の理事会で承認された臨床検査データ標準化協議会で実施していた精

度管理調査結果是正対応を兵臨技技師会が一本化して対応する。 

1） 是正通知の発行者について 

① 公益社団法人兵庫県臨床検査技師会 精度管理事業部部長 狩野春艶 
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② 公益社団法人兵庫県臨床検査技師会 会長 真田 浩一 

→公文書となるので②の会長名で作成する。医師会名は省く。連絡先

として下部に狩野精度管理事業部長名を記載して PDF で送付する。

実際の是正処置が必要なデータは Excel などでメール送付する。 

→メール臨時理事会で疑義あり 

この文書の送付先と送付方法の説明をお願いします。（中町参与） 

2） 【臨床検査データ標準化協議会】実務者と精度管理調査の連携 

各医師会所属の検査技師が臨床化学部門の精度管理の準備と解析を行っ

ている。今後も精度管理解析委員として継続する方向でよいか。 

→内川前理事と相談して、誰が担当するか一度打ち合わせをする。 

→メール臨時理事会で疑義あり 

県医師会では臨床検査データ標準化協議会は報告会を開催する会とな

っていて、精度管理調査を行う会は存在しません。また、精度管理調査

は兵臨技に委託されています。ですので、連携はできません。 

前年度の協議会との会議では必要であれば兵臨技精度管理委員なって

いただくことで了解が得られています。（中町参与） 

3. 回答速報の公開について 

フォトなど正解がある項目のみを対象とする。 

→常務理事会承認 

→メール臨時理事会で疑義あり 

当初から正解のある項目だけを対象にしていて、審議内容が不明です。昨

年度、間違った正解をアップしたことに対する事項だと思われます。アッ

プ前のチェック方法を改善するだけでいいのではないでしょうか?また、で

きるだけ早々に、正解をアップする日を明確にした方がよいかと思います。

（中町参与） 

4. 兵庫県精度管理調査請求書の押印について 

現状：兵庫県臨床検査技師会の公印のみ→技師会公印+会長真田浩一公印 

経緯：日臨技の精度管理は両方捺印していると施設からの要望があった。  

対象：請求書・参加証など 

予算：作業代 5 万円 

→常務理事会承認 

→メール臨時理事会承認 

 

＜公益事業部＞（報告者：澁谷公益事業部長） 

【報告事項】 

なし 
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【審議事項】  資料：公益理事会資料 

1. 検査と健康展 （ 神戸常盤大学『TOKIWA 健康フェスタ』） 

1） 開催日： 令和 2 年 9 月 27 日（日） 10：30～15：00  予定 

2） 開催場所： 神戸常盤大学 

3） 企画書・予算書 締切： 開始の 2 カ月前（令和 2 年 7 月 27 日） 

4） 資料： 

令和 2 年度 全国 検査と健康展 案内 

令和 2 年度 全国「検査と健康展」実施要領 2 

検査と健康展 企画書 予算案 

健康フェスタコロナ対策掲示用 

健康フェスタ開催時の感染防止策チェックリスト 

→コロナ対策として、検査ごとに教室を分けて予約制で実施 

→メール臨時理事会承認 

2. 健康福祉まつり 

 ふれあいの祭典「ふれあいフェスティバル in 阪神北」への出展 

1） 開催日： 令和 2 年 10 月 24 日（土）、25 日（日） 10：30～15：30 

2） 開催場所： 県立有馬富士公園 

3） 出展申込み 締切： 令和 2 年 7 月 17 日（金） 

4） 資料：  

 依頼文書（健康福祉まつり） 

 基本計画 

 出展関係概要 

 【別紙様式 1】出展（店）申込書 

→コロナ対策として、遡求調査や追跡システムの利用も検討する。また待ち

時間がないように予約制も検討する。事務所に配置している非接触型体温

計やフェイスシールドも活用する。状況をみて中止も含めて柔軟に対応す

る。 

→メール臨時理事会承認 

 

 

≪採決結果≫ 上記審議内容について、議長、起案者を除く 19 名の出席者により

承認され、2 名の出席者が一部疑義を唱えた。 

※疑義があった審議事項については、次回理事会で再審議する。 

 

●次回理事会 

第 2 回理事会 令和 2 年 8 月 8 日（土）10：00～ 
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この議事録が正確であることを証するため、議長並びに議事録署名人が 

署名捺印する。 

  

議    長                   印 

 

議事録署名人                   印 

 

 


